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要　旨

三菱電機グループ（国内製造拠点）では1997年から自主的

な化学物質管理を進めている。現在の三菱電機グループで

の管理対象化学物質はPRTR（Pollutant Release and

Transfer Register）管理対象物質（354物質）に自主管理物

質226物質を加えた580物質である。

三菱電機は購入部材・部品の購入情報と連携させた“化

学物質管理システム”を開発し，化学物質排出量を含めた

化学物質のマテリアルバランスを管理している。資材購入

データとの自動連携による集計のため，扱う化学物質量に

漏れがなく，高い精度で短期間にマテリアルバランスを集

計することができるのが特色である。

2006年度は大気汚染防止法改正とそれを受けた電機電子

４団体の自主取り組みに則って，管理対象化学物質を新た

に13物質増やした。2006年度の三菱電機グループでは揮発

性有機化合物（Volatile Organic Compounds：VOC）を管

理対象に追加するとともにトルエン，キシレンの代替を進

めている。今後もこれらVOCを中心とした排出量削減へ

の取り組みを更に進めていく。

大気への排出量　816t
国内関係会社 102t
当社単独 714t

公共水域排出量　4t
国内関係会社　1t
当社単独　2t
下水道移動量　10t
国内関係会社　0t
当社単独　10t

取扱量　7,358t
国内関係会社 2,153t
当社単独 5,205t

製品としての出荷量
5,154t
国内関係会社 1,551t
当社単独 3,602t

廃棄物として移動量
473t
国内関係会社 86t
当社単独 387tリサイクル量

307t
国内関係会社 212t
当社単独 95t

除去処理量
589t
国内関係会社 198t
当社単独 391t

◆排出（土壌，埋立）は
　行っていない。

当社の化学物質管理システムで管理している三菱電機グループ管理対象化学物質のマテリアルバランス（2006年度実績）である。化学物質
取扱量のほか，化学物質排出量も短期間に高精度で集計できる。
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